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高貴の系譜

ーメノレヴィルの史的感覚とその背景一

主義野勝利

Ral砂~ Mohawks! Bring out ax砥 andtell King 

Geo.砲声明'llpaynot獄 es!

-Wa子whoopおg告主治eBosぬおT切 Party

It is my cktermined resolui詰'Orl...tock如ui掘りort...

inbei加'!fof傑 Unit叫 A概 rica捻初出ー

…PeterG訟総V∞rt， Col.， at Fort S徐nwix

N.創建rsp邑aklhat name to慨 again.訪問wasmuch

bl∞d!tω蹴 chblood! Let us叫 ;no more abOl活気

-Mohawk Sachem Joseph Brant 

1.はじめiこ

シニ広イクスピアの fテンベスト~ Iまさる無人島に設定されている。 ISミラノ大

公である魔術部プロスベロ…とその接ミランダl念、難破した給を逃れてこの島に

上陸する。上陸した二人は、やがてそこで、妖精や議人やかつての仇敵たちが複

雑に絡みあう不思議な伎界を体験する。その終わり近くで、恋人と無事結ぼれる

ことになったミランダは、思いを込めて次のようにい

0， wonder! 

Howm滋1ygoodly creatures are there h附!

Howbe削畑山m鰍 indis! 0 brnve new world， 

η1at加ssuchp鉛 plein't! (Act 5， sc. 1) 

アメジカの文化や文学を学ぶ際の必読書として、レオ・マ…クスの f楽園と機

拙文明』がある。この本でサークスが試みるのは、パストラル(牧歌)という滋

欧法統の持の型式を過して、アメジカの文化や文学の待費を態解することである。

パストラノレどは、基本的に、羊鯛いの平和で幸福な織の世界を蜜捺する。マーク

スl念、この型式を援用して論を展開する過祖で、上記シェイクスピアの fテンベ
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スト』に言及する。理由は、この作品もまた伝統的パストラノレの構造を内包する

と考えられるからであり、しかもミランダが口にする「すばらしい新世界 (brave

newworld) Jということばには、新たに発見された「新世界j としてのアメリ

カの姿が重なるからである。

『テンベスト』は 1611年に書かれたとされている。当時、新世界アメリカは、

イギリスの大衆の関心事であったという。じっさい、 4年前の 1607年には、新

世界パージニアのジェームズタウンにイギリス最初の植民地が建設され、それを

報告する本も出版されている。その 2年後の 1609年には、新世界を目指したイ

ギリスの船がパミューダ近海で遭難するという海難事故があり、その報告書も広

く読まれていたという。報告書の作者の一人と、シェイクスピアは、親しい関係

にあったともいう。このころの観客の関心は、魔術や権力闘争や新世界にあった

というが、シェイクスピアはこの作品に、そのうちの一つで、ある新世界を盛り込

んだことになる。社会の状況や過去や現在の現実への広く深い目配り一一シェイ

クスピアは「百万の心(myriad-m血ded)Jを持つとされるが、ミランダの「新

世界Jは、そのーっということになる。

時代を下って、新世界アメリカで、 19世紀中ごろ、「第二のシェイクスピアJ(ブ

ライアント『メルヴィル研究必携~ )と呼ばれる作家が生まれる。ハーマン・メル

ヴィル (1819-1891) である。代表作『モウピィ・ディック~ (1851)は、巨鯨

に脚を食いちぎられた隻脚の船長が、復讐のためにその鯨を追う物語である。こ

れを語るのは、捕鯨船の乗組員としてこの払慢と生活を共にした青年イシュメイ

ルである。巨大な鯨との壮絶な闘いの唯一の生き残りであるこの青年は、作品冒

頭で、海に出るときの自分の思いを詳細に語る。海に出るのは、自殺を避けるた

めであり、水に向かうのは人間の本性であり、海には、人を惹きつけて止まない

魔法のような力が潜むこと一一一これらについて雄弁に語る。その際イシュメイル

は、海に出る自分の行動を、「運命Jという舞台監督が司る「出し物Jとして眺め

る。そして、そのプログラムは、こうなるはずだという。

'Grand Contesi飴dElection for the Presidency ofthe Um'，飴 dStates.'

'WHALING VOYAGE BY ONE 1Sf弘正AEL.'

'BLOODY BATTLE IN AFGANISTAN.' (Ch.l) 

イシュメイルのことばは、ユーモアにあふれでいる。荒唐無稽なふざけた話し

のようにも思われる。舞台監督としての「運命j は、さながら魔法を操る魔術師

プロスベローのようでもある。しかし、 2番目のプログアム「イシュメイルの捕
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線離海Jを挟んだ前後二つのプログラムは、じつは、作家メルヴイノレを取り巻く

現実のき義史の庇映と見ることができる。『モヴピィ・ディックJの出瓶詰 1851

であるが、そう遠くない過去である 1840年には、ホイッグ党候補ハリソンと畏

主党候補ヴ、アン・ピニス…レンの間で、揺を二分する激しい大統領選挙が闘われて

いる。また、 2年度の 1842年 1月には、アフガニスタンのカブールで、イギリ

ス兵が虐殺されるとしづ悲劇的事件が起きている。すなわち、イシ品メイルが海

に出たのは、このこつの出来事{プログラム)の中関の 1841年慣ということに

なる。ところがメルヴィノレは、 1841年 1JI 3日、捕鯨船アクシュネット号で現

実に海に出ている。本家のシェイクスピアと罰様、新世界の f第二のシェイクス

も、身の回りの現実をさりげなく作品に取り込んでいるのである。

シェイクスピアやメルヴィルめこのような姿勢は、社会の状祝や康史の現実を

客観的に眺める議点という 社会的観点、あるいは史的感覚ということば

で捉えることができるかもしれない。しかしこのような観点、あるい誌感覚は、

より具体的に、どのような特徴をもち、どのような背景会もつものなのであろう

か。とりわけメルヴィルの場合はどうか。

2.歴史の諸根

メノレグイノレは処女作 fタイピー』で作家の歩みをはじめる。 1846年出級、 27

歳の時である。ここで語られるのは、アメリカの青年(トンモ)のポリネシアで

の体験である。掠鯨船安脱走した青年が、マノレケサス諸島の一つヌクビグァ島で、

食人種タイピ…族の9に紛れ込み、そこで、文明世界とは異なる米関の世界を体

験する。これについて誇るのがメルヴイルの試みたことである。

未知め役界の体験を語るとし、う点で、この作品は一種のピカレスク

である。しかしメルヴイノレはその顛末惑とただ面白おかしく諮るだけではなも、語

り手の闘を通して、現実のポリネシアの在りように税い自を向ける。このことは

この本の副題にも十分に示されている。イギリスのジョン・マレ…社から「コロ

ニアノレ・シリ…ズJの一巻として出版された持、この本には、 fマノレケサス諸島の

谷に西ヶ月鰐生活した折りのポリネシア生掛の瞥見、およてJフランスのタヒ

占領とサンドイツチ諸島のポーリット卿への暫定的譲渡についての記鍛jとしづ、

長々しい副題が議えられた。ジャーナリスティックな報告書であることを示唆す

るような副題である。

諮り手トンよとの体験は、メノレグイノレの現実の体験と重なる。 1842年、メルヴィ

ルは、仲間の一人とともに榊融合アクシ3 ネット号から脱恋して、蛮人が住む米

関の谷に逃げ込む。このころ太平洋では、ミヨーロッパの文明{キリスト教文明)
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が、ひたすら f西j にむけて進んでいた。後の作品 fマーディJI(1849)のとと

ばを拝借すれば、 f西へ、西へ!人類も、帝国も、群衆も、縁頭、も、陸軍も、海軍

も、役界も、太楊も、星も、あらゆるものが彼方に向かう!商へ、西へ!果てし

なさF地王手!永遠のお標!J (168章)という時代であった。宇野盟主義花盛りの時代

である。脱走青年メルグイノレは、この時期の太平洋をポリネシアで体験する。

rタイピーJはこの側面についても語る作品である。諮りの口調は、かなり率

そして批判的であるc 批判の錦先は、キリスト教の驚艇舌動や、先進文明国

フランス、イギリス、アメリカの開で繰りJt:ずられる術館主義的活動である。つ

まりは、米関と文明の相克に関わる諸々の摺題である。具体的には、原住民の改

宗のため r150人ほどな殺害したj 任意)というフランス海軍の冷欝な仕打ちで

あり、「異教の悪J(24章)そことさら誇張する偏向した宣教活動である。あるい

は、島の領有をめぐる先進盤閣の確執などである。

これらについて誇るとき、諮り手の口調はかなり熱伝帯びたものになる。次の

一節辻、そのま再思の例である。未開の地に f大きなカヌー-Jでやってくるヨーロ

ッパ人の鵠爵は、米需の人々にとっては、実は f死の掲擁jでしかない。壊しく

それを迎える人々の心を、 f愛Jから f憎悪」へと反転させかねない f毒蛇jの働

き&するものである。

wh開設leinhabi鈴ntsof some sequesおおdisland級官tdescry偽記“bigc昌noe"ofthe 

Europe彼lSrollingめroughthe blue w減問 towardstheげ shoresラ theyrush down to the 

beach in crowds， and wiせ10pen怒沼lSS凶 dready to embraceめestr富ng巴rs. Faぉi

embrace! ηley fold to也命bosomsthe vipers whose仙沼 isdωtinedto poison a認めeir

joys; and註leinstinctive feeling of love w檎 intheir breasts おおonconverted intoめc

bi防総thate. (Ch.4) 

fタイピ-J1が単なる冒険轄の域を超えて、このような傾向を保つ作品になっ

たこと宏、メノレグィルは十分意識してし、る。作品習鎖の f序文j には、 fほかの作

品でなら許されないようないくつかの脱線は、サンドイツチ諸島やマノレケサス諸

島、ソシエテ諸島で近年生じている護大事件への関心が、アメリカやイギリス善ど

はじめとして、世界中でかなりのものであることを患うならば、熟されることで

あろむということばが記されている。現実な批判的に諮り過ずるととへの予欝

線として読むべきだろう ο

しかし、過度なまでに現実について語る視点を、なぜメルヴ、イルは作品中に取

り込むことになったのか。『タイピー』の個別的特徴に過ぎないものなのか、そう
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ではないの治、このような問いが生じてくるが、以後のメルヴィルの作品を挑め

てみると、この視点が、 bしろ一貫して、作家メノレヴィノレの特有の寵点であると

患われてくる。

『モウピィ・ディック』の例は、上に見たi爵りである。軽妙な語りの中に、ア

メリカや世界の康史的現実が正確に埋め込まれていた。類似の例は、ほかに

数iこ挙げることができる。小説に限ってみても、次作『オムーJJ(1847)は『タイ

ピ-JJの延長線上にある作品であるし、 fレッドパーンJJ(1849)や『ホワイト・

ジャケットJJ(1部0)!之、メノレヴィノレの怨人的体験を土台とした作品である。

との接点は必然的に多くなる。また、 fモウピィ・ディック』に続く作品『ピエー

ノレ.JJ(1852)の素材は、メルヴィノレの家族〔母方〕の皇室史であると考えられるし、

『詐欺師JJ(1857)では、ミシシッピー)11に浮かぶ客船を通して、 19

メリカヰI商部の獲が提示される。同時に、ロンドンの水晶宮で 1851

た万鶴湾事室会の時期のキ士会の状況も示唆される。遺作『ビジー・パッドJJ(1924) 

はお役紀末フランス革命当時のイギリス品蹴合を舞台と

アメリカ牽鑑ソマーズ上で 1842年に起きた反乱事件である

それにしてもメルヴィルは、社会の現識や捷史の諾桔に、なぜこれほ

のであろうか。こだわりの対象は持なのヵ、

3.驚静の前衛

この観点で眺めたとき、浮かび出るのは、メルヴィノレの作品中で占める fアメ

リカjの存在の大きさである。金三役受けた国としてのアメリカ、新t伎界としての

アメリカ、共和郡j富家アメリカ、~リスト教国アメリカ、インディアンや奴操を

捺える留アメリカ一一一メルヴィノレの作品では、これらが、さまざ設な形をどって

される。

たとえば、大西洋を越えてはじめてイギジスを訪れた fレッドパ…ンJの青年

ワィリンパラ・レッドパーンは、そこでアメリカを§指しているドイツ人移民の

闘にする。それを見たレッドパーンが改めて意識するのは、自分が後にし

てきた祖謹アメリカが「新世界Jであることである。すなわち、 f敬患な心を持つ

人たちがコロンブスの時代よりもをまから求めてきた彼岸の枇界j としての f地上

の楽器J(33重量〉であることである。 fレッドパーン』に続く『ホワイト・ジャケ

ッりは、室軽の日常生話番ど措く作品である。アメリカ海鍍の艦艇では、前近代

的問習というべき鞭打ちの7flJ(鞭荊〉が援mされている。これそ自にした語り手

(新米の船乗り)は、過去のくびきを欝ち切り、未来を開くことこそアメリカ人
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のなすべき事ではなし、かとの視点から、こう語る。

We Americans are血ep∞uliκchosenpeople-ーtheIsrael of our tirne; we bωr由e

ark ofthe Iiberties ofthe world. Seventy years ago we esωped企omthrall;釦 dbesides 

our first bitせl-right---embracingone contIIlent of earth--God has given to us，ゐra白加re

inheritance， the broad domains ofthe politieal pag釦 s，出atshall yet to come and Iie down 

under the shade of our ark， without bloody hands being I出吋.God has prl吋e姐nated，

mankind expects， great由ings企omour race;釦 dgreat白血gswe feel in 0ぽ soul. 百le

rest of the nations must soon be泊 0町 rear. We are世lepioneers 'Of the w'Orld; the 

advance-guard， sent 'On血r'Ough由ewildelτless'Ofun凶吋出ings， t'O break a new p抽出血e

NewWorld由atis 'Ours. (Ch. 36) 

力強いことばである。アメリカ人は「特別に選ばれた民」であり、「現代のイス

ラエノレ」であり、「未聞の荒野jに送り出された「前衛」である。いわゆる契約思

想でとらえられたアメリカ、ピューリタンの祖先たちが思い描いた乳と蜜の流れ

るカナンの地としての「新世界」である。 170年前の隷属からの脱出j とは(ち

なみに、この本の出版は 1850年、 70年前は 1780年、すなわち新国家アメリカ成

立の時期)、つまるところモーゼの「出エジプト」にほかならない。旧来の阻習は

このような国のやるべき事ではない。これがこの語り手の見方である。

この種のアメリカ観は、続く作品『モウピィ・デ、イツク』でも敷街される。植

民地というくびきを断ち切ったアメリカは、民主主義の新国家となる。一見暴君

的なエイハブ‘船長は、一等航海士スターパックにいわせれば、「上にあるものすべ

てj に対しては、じつは「民主主義者J(38章)である。一方、このスターパッ

クを尊敬するイシュメイルは、スターパックに見られる「人聞としての威厳」を、

「神から無際限に放射される民主主義的威厳J(26章)として眺める。エイハブ

も、スターパックも、イシュメイノレも、つまりは新しいアメリカ人である。

第三作『マーデ、ィ』では、アメリカの国のかたちが、カリカチュアとして提示

される。幻の少女を追う一団が訪れたさる島国(ヴィヴェンツァ)は、「いなごと

野蜜を食べながら荒野から叫んだ予言者ヨノ、ネJ(146章)のような国である。「朝

日のように約束に満ちたJ(同)国でもある。また、「すべての人が自由かつ平等」

(157章)に生まれている国である。どう見てもこの国は、光あふれる契約の園、

民主主義の固としてのアメリカである。

しかしメルヴィルのアメリカは、これがすべてであるわけで、はない。ヴィヴェ

ンツァも例外ではない。国是とする「自由と平等」には、「ただしハモ族を除く」
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(157章)とし、う奇妙な条件がついている。しかもこの国は、「よその国を取り崩

し、少しずつ自分の国に加えているJ(162章)ともし寸。『マーデ、ィ』の出版は

1849年、対メキシコ戦争 (1846-48年)が終わったばかりの年である。ヴィヴェ

ンツァが、どの国のカリカチュアか、誰の目にも明らかである。

光の国の対極としての閣の国アメリカ一一この側面を、メルヴィルはかなり執

劫に追跡する。「上の者に対する民主主義者」であるエイハブ、船長は、「アダム以

来の全人類の怒りと憎しみJ(41章)を代表して「捉えがたい悪J(同)としての

白い鯨に立ち向かう。このエイハブ‘は、神々しい目的を持つ船長として、さなが

ら「十字架上のキリストJ(28章)であるロところが、鯨油の採取という捕鯨船

の本来の目的よりも、復讐としづ個人的目的を最優先する行為は、名前の通り、

旧約「列王記」の暴君アハブのそれと重なる。しかも、エイハブ、が船長として君

臨する捕鯨船(ピークォッド号)は、白人入植者によって絶滅させられたインデ

イアン部族の名前(ピークォッド族)名前を持っている。見方によっては、エイ

ハブは、土着のインデ、ィアンの犠牲の上に建設された新しい白人国家のリーダー

とも見えてくる。エイハブに閣が宿ることは明白である。

「ベニト・セレノJ (1856) や『詐欺師.~ (1857)でも、この聞は濃密に描かれ

る。善意の固まりのようなアメリカ人船長(アマサ・デラノ)が、作品「ベニト・

セレノ」で体験するのは、奴隷の国アメリカと無縁とは思われない奴隷船上での

不気味で不可解な奴隷の反乱である。『詐欺師』では、敬度なキリスト教徒であり

ながら、その一方で激しし、インディアン憎悪に駆り立てられる矛盾に満ちた人物

(モアド、ツク大佐)が語られている。闇へのこだわりは尋常で、はない。

長詩『クラレル~ (1876)の南北戦争の敗残将校(アンガー)のことばは、この

閣の世界を集約するかのようである。作家としての長い沈黙の後で出版されたこ

の詩は、アメリカの神学徒(クラレノレ)の聖地パレスチナの旅を語る一種の巡礼

詩である。巡礼の途上、旅の一行の間では、キリスト教信仰を中心に、諸々のこ

とが議論される。その一つに、新世界アメリカがある。しかし、議論の色調は概

して暗い。敗軍の将として聖地を巡るアンガーによれば、南北戦争を経た後の新

世界アメリカは、「無数の者が小人にびと)を演じる/下劣な平等の世界J(第4

部21歌)であり、「低俗科学Jに毒された「神を忘れた愚か者たちJ(同〕が生き

る世界である。しかも、将来予想されるのは、「アングロ・サクソンのシナ帝国」

というべき「民主主義の暗黒時代J(同)でしかない。神との契約に基づく乳と蜜

にあふれた明るい国の姿は、どこにも見当たらない。

しかし、注目したいのは、閣の世界を追うメルヴィルが、同時に光の世界への

期待や希望も示唆していることであるロ『クラレノレ』の場合も例外ではない。神学
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徒クラレノレは、 fコロンブス辻地上のロマンスに終止符安打ち/もはや人類に新世

界はあり得ないJ(第 4部21歌〉という韓想的なことば会口にする。しかし、 fヱ

ピローグJでは、このクラレ/レに対し、じむを強く持て、クラレルよ/お前の心、

そこにのみ目を向けよ/そして、雪の下から芽を臨すクロッカスのように1.衆.荒れ

狂う渇から現れよ日て/死は生を勝利へと導くことをあかすのだ〕ということばが器

られる。長大な巡礼詩の縛患のととぼである。?勝手IjJとしての f生jを求める加

とへの優しい激励のととばである。カ5齢、希聾のことばとも読み取れる。

との流れはメルヴィルの最後の作品にも見て取れる。死後出版の遺作rピリー・
ノえッ吋は、無実の罪で綾首刑となる無垢の青年(ピリー・パッド〉の物語であ

る。青年ピリーは、[堕務以前の若いアダムJ(2掌〉であり、 f高潔な野護人J(1湾)

である。しかし、汚れを知らないこの青年には、さながら f原罪Jのように、た

肉体的欠陥がある。 fどちりJであるp ところがこの fどもりjがひきが

ねとなり、蛇のように校滑な上官{クラガ…ト)の犠牲となる。結果として、軍

法会識で死刑となる。犠牲となったピリ…は、 f真の僧侶J(22家〉のように高苦言

な艦長(グィア)の宣告を、静かに受け入れ、載の陽射し会受けつつ、従容とし

て処刑の籾ポ?に向かう。これが筋書きである。物詣の設窓は 1797年、フラ

命後のヨーロッパ社会の不種な情勢のやで、難長ヴィアは、軍律令ことさら厳し

く守らなければならない立場にあった。

ピリーの物語は畿かな象徴?をを苧んでいる。人間関係のもつれ話しでらあり、

誉理職の組織運営の話しでもある。問符に、アダムとサタンのエデンの濁の物語

として読告こどもできるし、息子イサクを神に捧げる父アブラハムの物語として

加ともできる。もちろん、明るく鶴気で堕落を知らない高潔な恋人ピリ

神が約束したカナンの地としての新世界アメリカに議ねてみるととも可能マある。

このとき、アメリカ(どりー〉の運命を静かに見つめる晩年の作家メノレヴィルの

視線には、高貴なまでの優しさがにじみ出てくる。

この優しさはどこから来るものなのか。また、アメリカ人としてのメルヴィノレ

自身と、どのように関わるものなのか。

4.茶会のインディアン

作家メルヴィルの生い立ちに包を向けるとき、 したい場所が3つある。ボ、

ストン、オーノレパニー、そしてニュ…ヨークである。

アメリカ東部、いわゆるニューイングランド地方を含む地域に故醸するこれら

3つの町i念、いずれも、新世界アメリカの成長と発援に探く関わる場所である。

1630年に清教徒たちによって築かれた時ボストンは、周知のように、アメリカの
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政治、経済、文化の揺藍の地であり、ハドソン)11上流の町オールパニーは、ニュ

ーヨーク州の州都であるだけでなく、 1754年のフレンチ・インディアン戦争の際

には、北米7つの植民地軍の総司令部が置かれた歴史の町でもある。一方、ボス

トンよりも古く、 1614年に、オランダ人が毛皮貿易を目的として入植したマンハ

ッタン島の旧オランダ、領ニューアムステルダ、ムは、 1666年の第二次英蘭戦争を経

て、イギリス領ニューヨークとなり、以後、アメリカだけでなく、世界の貿易経

済の中心都市となる。メルヴイ/レは、さながら三角形をなすこれら 3つの町と、

深く関わりながら成長する。

2001年 9月 11S， '7'ンハッタン島の先端部に蛇立する世界貿易センターピル

に、 2機の旅客機が相次いで突入した。 2棟の高層ビルが次々と崩壊していく様相

が茶の間のテレビで流されたとき、作家メルヴィルを思い浮かべた人は少なくな

い。自の前に映し出された光景は、さながら巨大な白い鯨と復讐の狂気に駆られ

る隻脚の船長との闘いそのものと映ったo それだけではない。この物語を世に送

った当の作家メノレヴィノレは、 1819年8月 1日、 8人兄弟姉妹の 3番目の子(次男)

として、崩壊した貿易センターピルがあったすぐ近くの場所(パール・ストリー

ト6番地)で生まれている。

鯨と船長の物語の語り手はイシュメイルである。この名前には、旧約「創世記」

の故事に照らして、「孤児」の意味が含まれる。ここには書き手メルヴイルの姿も

重なり合う。貿易商の子として生まれたメルヴイルは、 1832年、 13歳の時、一種

の孤児となる。父(アラン・メルヴイノレ)を亡くすのである。父の死は、莫大な

負債と過労による精神錯乱によるものであった。以後、メノレヴィル一家は、露頭

に迷う。その中でメルヴイルは、海に出る。イシュメイルと同じである。

このような生活の中でメルヴィルは、とりわけボストンとオールパニーという

二つの場所に馴染んでいく。海辺の町ボストンは父の実家のある町であり、ハド

ソン川上流のオールノ〈ニーには、母の実家があったo しかも、どちらの家も、そ

の地域の誰もが認めるような、名門、名家といえる家であった。育ち盛りのメル

ヴィルの生活は、父の事業の不安定さもあり、決して平坦なもので、はなかったo

その中でしばしば訪れた実家での体験は、大きな想い出として作家メルヴィルの

記憶の中に残っていく。この記憶の中で、とりわけ大きな比重を占めるのは、二

人の祖父の存在である。ともに誇りに満ちた祖父で、あった。

1829年の夏、 10歳のメノレヴイルは、ボストンのビーコン・ヒルの近くにあった

父の実家(グリーン・ストリート 20番地)を訪れる。訪れた孫を喜んで、迎えた祖

父(トマス・メルヴイノレ)は、いつもの散歩にメルヴィルを連れだし、ボストン・

コモンを経て、オールドサウス教会、ミルク・ストリート、ヒル要塞、そしてグ
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リフイン埠頭へと、まだ、幼い孫息子を案内する。いずれも様民地建設や独立戦争

というボストンの牒史と深く関わる場所である。じつはこれらの場所は、独立戦

争当時、いま孫を連れて散歩している祖父自身が、灘史の…員として、直接関わ

った場所でちあった。さながら震史探誌の懇のあるこの数歩は、成長期に向かい

iまじめていたメルヴィルにとって、心露る

である父{アラン・メルグィル)は、 E頃から子

にみちた勇敢な行為(daringchivalric deed) J 

ていた。

、なL、。盈父の息子

このおとの「覇気

祖父トマス・メノレヴイノレ(1751-1832)は、アメリカ態閣の膿史ど関わるボスト

ンの名士であった。 1773年 12月 16日、停泊中のイギリス東インド会社の船を、

インディアンに礎装した纏民地人が襲撃し、積荷の紅茶番ど湾内に投棄する。この

とき襲撃した仮装インディアンの中に、当時22歳の後父トマス・メノレヴィルもい

た。フレンチ・インディアン戦争(1754-63)による財政窓磯令議けるため、本震

イギリス政持が植民地への謀説政策を進めたとき、北米各緩民地では、それに対

抗するものと f自由の息子たち(Son器ofLib告rty)Jが結成さ

れた。いわゆる「ボストン茶会事件 (theBoston Tea PartY)Jを起こしたのは、

この組織であった。祖父トマスは、サミュエル・アダムズを指導者として 1765

年にボストンで結成されたこの車郎裁に、その一員として加わっていた。

スコットランド移民の予として生まれた祖父トマスは、先組に散って、当初、

牧師職を呂指していた。しかし、曲折をへて事業で成功な収めることになり、愛

盟組織のメンパーに加わった項辻、すでにボストンの有力者となっていた。アダ

ムズらと連携した愛欝的活動は、茶会事件の後も綾念、 1776年iこ詰イギリス鑑糸、

アメリカ謹立震の少佐として、験Ii'Iロードアイラン

ドに進撃している。これらの功頴により、 1776年にはボストン税関視察宮、 1778

年には、初代大統領ワシントンにより、ポスト

ちなみにこの職は、 1829

越える長年に貰って務めた要職であった。この間、 1825俸には、パンカ}ヒ/レ記

念碑建立のためにアメリカ合訪れたフランス家司令官ラブアイエット侯爵が、 ト

マスの家も訪れているc メルヴイノレカ鴻むとと散歩に出た4年前のことである。侯

爵の話題は祖父の名士ぶりを十分に示している。

名士トマスは散歩のとき、替の皇室躍と三角糟予としサ、一風変わったいでたち

であったという。懐古趣味というべきこの姿を町中で挑めていた若者の一人に、

後の作家オリバー・ウニ瓜ンデノレ・ホームズ (1809-94)がいる。 1831年、当時 22

歳のホームズは、散歩する奇妙な風体の老人トマスそうたった詩 f最後の一葉
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行heLast Leaf )Jを発表している。し、かにも著者の詩らしく、 80藤を通えたかつ

ての関土の姿を、冷やかし半分にうたうものである。しかしそこには、考英雄に

対する若者らしい敬意の表明も読み取れる。

1 know it is a sin 

Form記tosit and grお

Athimhere: 

Bぽ詮leold伽切・∞meredh処

Andtheb干潟ches，鉛daI1血at，

Areso.que釘!

And ifI should Iive to 恥

百.e1誠 1ωfuponthe御告

In the sp政弘

Let them smile， as 1 do now， 

Atth告。ldfOfSak叩 bough

WherelcI詰19・ (1I.37-48) 

この持が発表された翌年、 1832年、トマスは 81歳で死去する。社会港仕の精

神にあふれたトγ スは、晩年にいたるまで市の消防団員としての活動会続けてい

皮肉にちこの活動が、携を得て患を引き取る直接の燦閣となった。この l

前の 1831俸には、息子守ある父アランが、親に先立ちあの世へと旅立っている。

メルヴィルは、父と祖父との哀しい別れを漆綾して味わうこととなってしまったo

アメリカ議題と探く関わった誇りたかい祖父との体験が、後の作家メルヴィルに

とって大きな議態となったことは確かだろう。

5.砦の票終

ブイツツジェラノレド (1896叫1940) の作品 fグレ}トーギャツピ…~ (1925)の最

終章は、ニューヨ…クの過去の歴史に触れている。ニユューョ…クを舞台とするこ

の作品の語り手辻、 17世紀拐頭、オランダ人が入植を§指してはるばる海を越え

てやってきたとき、マンハッタン島付近の新世界は、 f鮮やかな縁なす事l房J(9 

のように映ったはずだという。

オランダ人の入植はマンハッタン島に始まる。毛皮貿易を員約としたこの入檀

辻、やがてハドソン)11読域の広大な地の簡拓へとつながる。その読れの中で、ヴ
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ァン・ワイク家、ヴァン・レンセラ…家など、巨大な財会なす荘園慣主的な一族

が、次々と生まれる。オー/レパニ…の町も、この過程で建設される。メノレヴィル

の母{マリア・ガンズヴオート)の実家は、この町にあった。先祖は、やはり 17

世紀にとの池に入植し、ビーノレの製造で成功を収めたオランダ人であった。

ニュ…ヨークから北へ約 200キロボストンから西へ約 200キロ、ハドソン}II

上流のこの町は、ボストン以上にメノレヴイノレが親しく接した町である。 10裁でボ

ストンの視父を訪ねた時、じつはメルヴィノレは、オーノレパニ…の母の実家からボ

ストンへと向かっている。陸路iまるばる篤Eおこ乗った旅であった。これに比べれ

試、ニューヨ}クとオ…ルパニーを結ぶハドソン}IIの船使i立、はるかに使利な交

通手段であった。このためオールパニーへの諮艶も、自然に回数が増えることに

なったG しかも、メルヴィル一家は、父の経営が不振に陥った 1830年、ニエ乙ー

ヨ…クから逃げるように、オい/レパニーの母の実家に向かつてし、る。以後、総昏

を機に本気で作家を自指したメルグイノレが再びニューヨークに戻る 1847年まで、

オーノレパニーとその近辺は、長いことこの家族の生活の場となっていく。

作品 fピエーノレ』は、オーノレパニーの実家とのつながりを急濃く茂映しているo

fモウピィ・ディック』に続くこの作品は、 j穫の作家メルグィルが初めて世に問

う陥の物議であった。しかし、難解な哲学的言静や近親輯姦のタブ…に触れる内

容であったためか、続者から無視される作品となってしまった。しかし、田舎の

名家に育った一人の青年会巡る物語i求、子どもの壊からメルグイノレが母の実家で

聞かされてきたに違いない家族の欝史を扮梯とさせるものである。

主人公ピ忠一ノレ・グレンデイニングが生むのは、緑あふれる部宅「サドノレ・メ

ドウズjである。父不殺のグレンデイニング家の一人怠子ピェ…ノレは、ここで成

し、青年となる。母子家庭の生器の中で、二人を支えるのは、 fとの上なく誇り

高く紫盤的なグレンデイニング家の臆史j (券 1)である。じつはサドノレ・メドウ

ズ段、家族にとって牒史的ないわれのある場所にあった。この場所は、「植民地時

代のはじめjに「インディアンとの戦争があった場所J(向)であったが、その戦

争で段、「ピエーノレの父方の曾中町(jが、「瀕死の重傷を負ったものの、落馬して

患会引き取る夜前まで襲う務勢を示していたj(問)という場所であった。しかも、

ここから歩いて-13ほどの所には、次のように、 f革命戦争j の時に、 f祖父Jが

fインディアンや英国探や正規兵jに立ち向かって守り通したとし、う「砦(要塞)j

も控えている場所でもあった。

Far beyond the諮告が勾ns，a day's walk for Pierre， rose the storied 恥ights，

where in the Revolutionary W:世 対 語 grandf滋herhad for several months 
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defended a rude but all・importantstockadedあ払 againstthe repea紛d

combineda邸側ultsofIndians， To芯es，andRe炉'uars. 協id)

メルヴイ/レはさ主前、母の父である祖父ピータ…・ガンズヴオート (1749-1812)

と、会ってはいない。メルヴイ/レが生まれたとさ~ (1819年)、この祖父はすでに

死去していたからである。しかし、しばしば訪ねた母の実家(ノースマーケット・

ストジ…ト 46挙地〉には、この手むとの形見といえる調護品があふれでいた。騰

には、ワシントンやジェファーソンやウィジアム・ピットの肖像画が掛かってい

たが、これどま立んで、極家ギノレパート・スデュアートが措いた祖父の肖像蝋も掛

かっていた。その上、イギリス寧からの戦料品であるドラムや、祖父が指簿した

部隊の軍旗、戦場用折りたたみ式ベッド、筋線なども霊いてあった。

ーは、容ながら作品『ピエーノレ』の「曾祖父Jや f極父Jのように、識かにアメ

リカ独立戦争の闘士であったので、ある。メノレヴイノレは、母の実家を訪れるたかに、

とdコこと 意識したに違いない。

オ…/レパニ…から西へ約 150三守口、ニニぇ…ヨークチ11ローマ市の町中に、

念物スグンウィックス要塞(FortS協 n初心がある。 1777年、こ

諦討作戦を展開中のイ~ジス寧が包醤する。イギリ

ンディアンや国主派の兵士も戦隣識として加わっていた。イギリ

た降伏勧告を、植民地軍が拒否したため、連合イギリス軍の猛攻が始まる。しか

し、横路地箪はこれによく耐え、駆けつけた援軍の助けを得て、最終的にイギリ

ス援を北方カナダ方面へと撃退する。との時、要塞で植民地績の機樽を?とったの

が、設兵に加入して以来アメリカ独怠戦争に関わってきたメノレヴイノレの祖父ピー

タ…・ガンズヴオート大佐であった。

ボストンの慈父と持議、母方のこの祖父も、国家建設への功繍iこより、その後

多くの栄誉に包まれる。襲警護死守の功績に対してオー/レパニュー就郊の土地が与え

られ、ジェファーソン大統領やマディソン大統領から、北部家代表や国家准将と

いう要職に任命されている。 1812苦手、パージニアでの軍法会議室からの帰路、 63

殺で、病没するが、軍人としてのこのよラな輝かしい生漉を見る鰻1 作品 Fピヱ

ーノレ』にみられる家系への締りは、やはりメ/レヴィル自身のそれと重なるところ

が大きいといわざるを得ない。

6.むすび

1825年 6月、ボストンの視父をど詰おたラファイヱット侯爵は、じつはその前に

オーノレノ号ニーの祖父の家も訪れている。強立戦争を支援したフランス箪司令官が、



No.13 (2011) 111 

戦争の火元となったボストン茶会事件の当事考と、独立を死守した要塞の指欄官

を、ともに勃ねたのである。メルヴイノレが伎を受けたのは、このような家系の家

で、あった。母の実家安訪ねたとき、幼いメノレヴィルは、先どともに、

が立ったのと需じ場所に立って、壊に掛けられた祖父の肖像衝と対面したという。

りに満ちたものであったに縫いない。

しかし、との締りが生涯そのまま維持されるということには、必ずしもならな

い。 Fピエ…/レ』のグレンデイニング家の誇りの一つ辻、戦争の敗桟者であるイン

ディアンの指導者 f残虐な混血のプラントJ(巻 1)が、戦後、敵将で、あった f祖

父j と友好関係を築いたことで、あった。諮り高い勝者と残虐な数者との聞に高貴

な鵠係が成立したことである。しかし、スタンウィックス要塞をめぐる現実の戦

敗走するインディアンの指導者(ジョセブ，プラント)を追撃した模民

地箪が、ブラントのインディアン部落を襲撃し、婦女子を含b多くの者を殺饗し

たことが報告されている。

歴史上の人物プラント誌、 Fピエー/レjの人物と重なるかのように、戦後、祖父

ピーターの親戚筋の箪人に世話になることがあったとしづ。そのときのプラント

は、多くを語ることはなく、インディアンとしての持侍を静かに紫いたとしづ。

しかし、負け総となったインデ、イアン領袖の鞠の内が、過去の体験に触れること

さえ拒否するような苦々しいもので、あったことは、後にプラントと接することが

あったガンズヴオート家のiJ.lIJの親戚の者が低えている{こにピグラフ参照入

アメりカに対するメノレヴイノレの患いは深い。作品仁科で吟言及の多dはこの証左

である。思いの様底には、新関芸家の高い意念への誇りや、世界のやでの役割への

期待惑が見てとれる。霊名で投稿されたエッセイ fホーソーンとその f苔JJ (1柿 0)

の中で、メルヴイjレは、先議作家ホーソーンを、シェイクスピアと対誌できるア

メジフむの天才として熱烈に讃える。当時メルヴィルは fモウビィ・ディックjを

執筆中であった。しかし、隣人として出会った先輩作家の作品を読み、そこに潜

五倒的な f黒いカ (the power ofblacknes誌に、大きな衝撃会受けたからで

あるg これについて語ることは、後輩作家メルグィノレにとって、一種の義務であ

り、「イギリスへの文学的ゴマスリの酵母役取り除く jというアメリカ人としての

「愛国的思しリでもあった。この患いは、二人の祖父が務くして抱いたアメリカ

への聴いと、根底でつながるはずのちのである。

しかし、この思いが、 f麗jを臨す俄!l面があることも、作家メルグイノレは意識し

ている。作品『イスラヱ/レ・ポッター.Jl(1855)誌、独立戦争時の英雄で、アメ

リカ海軍の鱗殺者とされる涛将、ジョン・ポーノレ・ジョーンズ(1747-92)につい

て触れている。しかし、作中で提示されるジョーンズの人物像は、 f猛烈な都心家、
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大艇にして奔放、向こう 顔は文明、心は野霊能J(19章)というも

のである。そして、 fアメリカjは、 rtを界のポーfレ・ジョ…ンズJであり、「これ

からもそうかもしれないJ(拘)のである。摩史の現実をたしかにメルヴィルは作

品中に取り込む。しかし、アメリカの過去と未来を見つめるその犠議は、やはり

ものではない。
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